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この度、発表の機会を与えていただき感謝いたします。
私は、神戸YMCAでウエルネスの導入に関わり、その後、鹿屋体育大学で生涯スポーツ

等を通し健康教育に携わり、さらに沖縄の名桜大学で健康教育を推進してきました。現在
リタイア直前ですが、神戸常盤大学で教育・研究を進めています。

【ポスター1】

日本の国の課題は「スポーツ文化」、「健康文化」を進める中で、どう自律した人間を創っ
ていくのかが必要なわけですが、その中で個人の力と合わせて社会全体として支援してい
く必要があると考えます。私は大学教育で健康教育、体育、スポーツ科学に携わっていま
すが、どのように学生たちに行動変容を促し、また適切な助言ができているのかを課題と
しています。今回は女子学生の身体特性に着目し研究を進めました。

女子学生一般は、マスメディアの影響なども含めて、痩せの学生が多いことが問題です。
摂取エネルギーの低下や、基礎代謝の低下、持久力、筋力の低下等が顕著に表れています。
国民栄養調査でも現代20歳代女性の瘠せの割合が20％以上であると発表されています。

そこで、ウエルネス教育は次代を担う女子学生たちのヘルスプロモーションの良い教材
であると考え、どのような授業形態、授業内容、教育方法がウエルネス教育に有効かを明
らかにしたいと考え、今回この研究に取り組みました。

【ポスター2】
ご存じのようにウエルネスは、個人、家族、地域社会の中で健康の予防的側面を進める

教材です。その中で、ウエルネスの基本は、より良く考える、より良く生きるということ
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です。WHOの健康憲章で『良好な状態：ウエルビーイング』が名詞になったのがウエルネ
スという言葉です。ご存じと思いますが、1961年に運動不足病という病気を提唱したH.ク
ラウスとW.ラーブがいます。同じ1961年にH.L.ダンは、より良く生きるという考えをハ
イレベル・ウエルネスという言葉で表現しました。

現在は、W.B.ヘトラーがウエルネスを、精神的、情緒的、社会的、知的、職業的、身体
的と6領域で考えるのが一番妥当ではないかと言っています。私が学んできたYMCAでは、

「自分の健康に責任を持つという意思と自分の誓約、そして、自分自身のライフスタイルを
つくり上げる、そこでの生活の変革」と提唱しています。分野は、フィットネスを楽しむ、
正しく楽しく食べる、自分の体を管理する、生活・人生を楽しむ、他者との関係を見直す、
世界の一部であることを認識するという六つの側面で考えられています。

日本では、野崎がこれらのことを踏まえ、ウエルネスということを定義されています。
野崎のウエルネスを基に、田中、水村がウエルネスチェックテストを作りました。「運動を
楽しむ」の5項目、「楽しく食べる」の5項目、「自分についての注意」の5項目、「生活を楽
しむ」の5項目、「他者との関係」の5項目、「世界の一員であること」の5項目、計30項目です。
ポスター下部に載せている項目です。

【ポスター3】
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女子学生の現状では、白川たちの調査によると、身長が高い子でもさらにより高くなり
たいという願望が強いのです。さらに、体重が普通でも、より低い体重を望んでいます。
ここでも瘠せ願望、よりスマートになりたいという、マスメディアの影響が出ています。
女子学生たちは、強い痩身願望があります。私たちは次世代を育てる可能性が高い女子学
生に対し、適正な食事による栄養摂取と適切な運動習慣など、教育を通し大学時代に身に
つけなければいけないライフスタイル形成に結びつく内容を教える必要があると考えます。
そのためにヘルスプロモーションを目指すウエルネス教育の意義は高いということを、こ
のような現状を踏まえて考えてきました。

【ポスター4】

現在、わが国の大学教育でウエルネスに取り組んでいるのはどれくらいあるのかという
調査結果です。大学では803校中83校、10.3％で、短期大学では532校中13校、2.4％です。
授業科目にウエルネスがある、授業概要にウエルネスがあるというのは、ポスターに示す
ような形です。徐々にウエルネスということを取り上げている大学が増えています。実際
には、授業概要で「ハイレベルのウエルネスを維持促進」と表現したり、参考書が「ウエ
ルネス看護診断に基づく」云々という、ウエルネスという言葉があるものを取り上げ、水
村が調べた結果です。

【ポスター5】
今回の研究は、この田中と水村が一覧にしたウエルネスチェックテストを用いてアン

ケート調査を実施しました。
337名の女子学生のうち275名の有効回答を得ました。授業開始時の4月と終了時の7月

に、プレ・ポスト調査を行いました。調査の趣旨を説明し、授業ごとに実施しました。チェッ
クテストの6段階は、「いつも」から「よく」、「時々」、「たまに」、「ほとんどない」、「全くない」
を得点化し、各項目別に回答の度数を割合で示しました。カイ二乗検定を行い、5％未満を
有意水準としました。

授業形態はAの授業が実技だけです。そして、演習で講義をしながら実技を行うもの、
オムニバスは何人かの教員が講義を行うもの、講義だけのものをA、B、C、Dで示しまし
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た。オムニバスは15回の授業のうち8回が講義、7回が実技で、講義は15回全て講義の授
業形態です。実技のみの授業、話をしながら実技をする授業、そして、講義だけの授業、
どの授業形態が、効果があるのかを比較検討しました。それぞれ効果が出ています。

【ポスター6】

「運動を楽しむ」「楽しく食べる」「自分についての注意」「生活を楽しむ」「他者との関係」
「世界の一員である」の6因子について、4月時の授業別回答の度数割合を示しました。「運
動を楽しむ」では、「1まったくない」と回答した学生の割合が有意（p<0.05）に授業Cで高
く、授業Dでは低い結果となりました。さらに、「6いつも」と回答する者は、授業Aで有
意（p<0.05）に低く、授業Dで高い結果となりました。

【ポスター7】
7月時の授業別回答の度数割合を示しました。「運動を楽しむ」では、授業Dでは、「1まっ

たくない」「2ほとんどない」が、授業A、B、Cより有意（p<0.05）に低く、「6いつも」と
回答する割合が授業A、B、Cより有意（p<0.05）に高い結果となりました。「生活を楽しむ」
においては、授業Cで「6いつも」と回答する者が有意（p<0.05）に低い結果でした。さら
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に、「世界の一員である」については、授業Cにおいては、「2ほとんどない」の回答が有意
（p<0.05）に高く、「5よく」「6いつも」と回答する割合が有意（p<0.05）に低いという結果
でした。この結果から授業別に検討すると、「運動を楽しむ」「世界の一員である」の回答
度数の割合が授業によって異なっていることが認められました。このことは、学生の専攻
の違いがあるのではないかと推察しました。学生にとって授業形態が異なっていても、「自
分についての注意」「他者との関係」の回答は変わらず、自分のことは同じような捉え方を
していると考えます。

【ポスター8】

「運動を楽しむ」「楽しく食べる」「自分についての注意」「生活を楽しむ」「他者との関係」
「世界の一員である」の6因子について、それぞれの因子の詳細についてみると、「運動を楽
しむ」の項目は、「1週間に数回は運動をします」とか、「エレベーターやエスカレーターの
使用をしないで歩くようにしています」、「1週間に数回はストレッチをします」、「競争す
るよりも他の理由でスポーツに参加している」、「身体的な活動は私にとって楽しいもので
す」という内容になっています。
「正しく楽しく食べる」というのは、「バランスの良い食事を心掛け、できるだけ多くの
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種類の食物をとるようにしている」というところで、有意に差が出ている回答もあります。
加えて、「リラックスすることや食事を楽しむことに時間をさくようにしている」、「どの食
物が自分の体に良い」という内容で、全体のチェックをしています。

【ポスター9】

実技の場合は、「運動を楽しむ」の5項目中4項目で開始時より終了時のほうが得点の平
均値が有意に高くなっていることは、実際に実技をする中で、運動の楽しさを掴んでもら
えたと考えられます。

さらに、運動の習慣を促すことが健康的なライフプランの構築の一助になると考えられ
ました。演習やオムニバスでは、「楽しく食べる」、「世界の一員である」の項目で、開始時
より終了時のほうが、得点平均値が高値になり、同様の結果でした。講義では、「運動を楽
しむ」、「楽しく食べる」、「自分についての注意」、「生活を楽しむ」、「世界の一員である」
の9項目が終了時に得点平均値が有意に高くなりました。全ての授業形態で、「楽しく食べ
る」、「世界の一員である」の項目で、開始時より終了時に得点平均値が有意に高値になり
ましたので、授業で伝える内容と学生のニーズが近いことが推察されました。

今回の調査では、授業形態を問わないで、ウエルネスに関する情報を伝えることがヘル
スプロモーションを通したライフプラン構築のためのウエルネス教育の展開になることが
示唆されました。

私たちはヘルスプロモーションで、医学的な視点の治療的なものとか、保健学的な視点
の健康教育ということで、これらの授業を実施しています。ウエルネスの定義に示されて
いる「ウエルネスとは、自分の健康に責任を持つという強い意志と、自分自身に対する誓
約に根ざしたライフスタイルをつくり上げる」ことです。大学時代により良く生きるライ
フスタイルをつくり上げるきっかけをどのように与えられるかということは、重要だと私
は考えています。ウエルネス教育を通し、自分自身のライフプランを見直し、ライフスタ
イルを変えることができると考えます。大学教育の中で幅広いウエルネス教育を行う、教
養教育科目としての体育で、単に運動をするだけではなく、ウエルネスの視点で人生、ラ
イフスタイルを考えることを伝えないといけないと考えます。ほとんどの学生にとり最終
の教育を受ける大学教育で、ヘルスプロモーション、健康、ウエルネス等、いろいろなこ
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とを伝えていきたいと考えています。

質疑応答

座長：　今、大学ではいわゆる伝統的な健康教育、体育教育は入学後に行われているよう
に思うのですが、それとはまた違うスタンスですか。

　柳：　そうですね。よりその人のライフスタイルの変革に迫るようなものを考えていま
す。女子学生を見たら、本当に痩せているのがかっこいいと考えている学生が殆
どです。「そうじゃないんですよ、将来のことを考えた時に、今のうちにしっかり
体を作る必要がありますよ」と伝えたいですね。BMIのチェックもしているので
すが、すごく低いのにもっと低くなりたいとかということがあります。栄養不足
の女子学生もかなり多いと、共同研究者の白川も言っています。

会場：　全てのプログラムで前後比較をしたときに、有意に効果があったということでし
た。個人的にはこの4つの授業形態を比較化のためになされたというところが面
白いなと思いますが、結果的にその4つの授業形態で総合的に判断した場合に、
一番効果があったものはどういうものなのでしょうか。

　柳：　演習です。やはり実技だけではなく、例えば、ストレッチングの意義であったり、
栄養の意義であったり、夏前だったら発汗と脱水とか、人間の体に関することを、
自分の体を通し、身体の意義を講義で伝えていく重要性を、私自身は感じていま
す。

会場：　これ、授業は全て先生がされたんですか。

　柳：　ほとんど私の授業です。

座長：　新たに大学がこうしたカリキュラムをつくるのはなかなか大変だと思います。従
来の体育や健康教育の改革という視点からはいかがでしょうか。

　柳：　ウエルネスの学会もあり、進めています。まだまだ弱いのですが、学会等に実際
に教養体育とか教養教育を担当されている先生がたに来ていただき討論する必要
もあると考えます。自分が担当する授業科目の内容を、ウエルネスの視点で少し
でも組み換えていただくことが、より広がるものになるのではないか、また、大
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学教育の中にウエルネスという言葉がさらに増えていくことが、私たちの課題で
はないかと考えています。


